






































































































付記

この漫画は、青空文庫で配信されている、

ジョージ・マクドナルド「鏡中の美女」を翻案・漫画化した作品です。

http://www.aozora.gr.jp/cards/001117/card43468.html

漫画化するにあたり、セリフ・場面等の大幅な改変等がなされています。

一番大きな違いは、主人公コスモの友人カレルは原作中には存在しません。

カレルは原作の中で描かれるコスモの名無しの「友人」たちをキャラクター化したものです。

スタインワルドも、原作では後半になって初めて名前の出てくる人物なのですが（しかも名前だけ）

、漫画ではコスモの敵役としてそこそこ活躍（？）してもらいました。剣術の試合や賭け、クラブの

活動的な部分、スタインワルドの行動などは私の完全な創作です。このように読むこともできるので

はないか、とねじ込ませてもらいました。

何故カレルやスタインワルドをキャラクターとしてしっかりたてたか、というと、原作を読んでいて

、コスモに全く感情移入できなかったからです。この主人公の行動規範にどうしてもコミットでき

なかったのです。

この物語を漫画として描くに当たり、主人公の想いを自分のものとして描くことは私には難しく、第

三の視点がほしかったのです。それが友人たち・ライバルとして存在するカレルやスタインワルド

です。

漫画のため、小説とは言葉のリズムの取り方が大きく違います。漫画式の展開の仕方に沿うように、

小説らしい長い独白等はかなり削除しています。詩的な文章は絵の無い形式だから楽しめる表現形だ

と考えておりますので、漫画では愛の告白や思いの丈を述べるシーンなどはそうとうバッサリ切って

いますすみません。

コスモがオカルト好きでロマンチストな実践派武器オタク、というのが、もうちょっと大きく描けれ

ばよかったのですが、私の技量が足りませんでした。

私では読解力や知識が足りず、原作小説から拾い切れなかったものも多々あるかと思います。何か大

きく勘違いをしておりましたら、容赦なくツッコミを入れていただきたいです。

中でも一番気になっていたのは、ホーヘンワイスのお嬢さまはホーエンハイムのことなのか？とい

う点。パラケルススの末裔だとすると、鏡に囚われのお嬢さまもそこそこ不思議な力を使ってくれて

もいいよなぁと思うのですが……。

余談が長くなるのも無粋ですのでこんなところで。

ここまで読んでいただきありがとうございました。

sdt

http://www.aozora.gr.jp/cards/001117/card43468.html


sdt



奥付

M　The Magic Mirror

http://p.booklog.jp/book/24780

著者 : sdt
著者プロフィール：http://p.booklog.jp/users/scarlet-d-t/profile

眼鏡の瓶底：http://fweb.midi.co.jp/~scarlet/

感想はこちらのコメントへ

http://p.booklog.jp/book/24780

ブクログのパブー本棚へ入れる

http://booklog.jp/puboo/book/24780

電子書籍プラットフォーム : ブクログのパブー（http://p.booklog.jp/）
運営会社：株式会社paperboy&co.

http://p.booklog.jp/book/24780
http://p.booklog.jp/users/scarlet-d-t/profile
http://fweb.midi.co.jp/~scarlet/
http://p.booklog.jp/book/24780
http://booklog.jp/puboo/book/24780
http://p.booklog.jp/

